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論文内容の要 1:::::. 
国

プラスチックスの押出成型における熔融高分子物質の細隙および細管内の流動挙動の解析ならびに応用

に関する研究を行い， プラスチックスの成型を科学的に解明する手段を提供した。

幅の広いプラスチック・シートを述続的に成型する装置の 1 っとしてシート押出機がある口 シートの幅

全体にわたって厚さが一様であるシートを成型するためには， 押出機の金型から，でてくる熔融プラスチ

ックスの流出量が，至る処で等しくなければならない。 この条件を満足するよう熔融プラスチックスに対

して Ostwald-de Waale の流れを仮定して流動方程式を解き，シートの厚さをー秘に成型できる金型の設

計がり能であることを示した口

幅の広いシートの成型或は肉の薄い物体の成型においては， 成型操作を容易にするために滑剤が混入さ

れることが多い口市剤が熔融プラスチックスの流動性に与える彰響について解析し， 泊剤の作用を明らか

にすると共に， 如何なる滑剤が効果的であるか示した。

種類の異なるプラスチックスの成型に於いては， それぞれ成型溢皮が異なっている。流動挙動の温度依

存性が高分子物質の構造によって異ることから当然である。 しかし最辿押出条件下における押出成型機金

型内の熔融プラスチックスの見掛粘度はプラスチックスの種類に無関係にほぼ一定であることを実験的に

確認した。

プラスチックスの押出成型で 11寺々， 金型の構造或は成型温度が適正であっても，成型品にうねりや，振

れを生じたり，或は表面が著しく粗悪になったり， 且成型品の機械的性質が低下する現象がある。この現

象を解明し， 防止するため， ノズノレの流入口の形状，プラスチックスの分子量， ノズノレ径，押出温度，お

よび添加l低分子物質による効果をフローテスターにより明らかにした。

また， l.6分子物PIを分散媒とする無機同体の r1r:] 限度分散休の流動性は外的条件のみならず， 同体の粒度

および料:度分布に著しく影響される。粒度および粒度分布と高濃度分散体の粘度の関連性を検討し，同体
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の粒度分布の調整により著しく粘度が低下することを見出した。

以上の一主主の研先により押出機の金型は流動方程式を解くことにより， 成型条件はブローテスターによ

る流動特性の解析から決定できるようになった。

論文の審査結果の要旨

本論文は側壁に細隙を有する円管内における熔融高分子物質の流動の解析に関するものである。 この細

隙から流出する物質はある特定の shearing stress および rate of shear を越えると流出量が多くなりこ

の際に流出口附近で極めて異常な流動挙動を示すに至る。

林実君はこの原因についてフローテスターにより詳細なる実験を行ない， それは高分子物質の分解に起

因することを明らかにした。 この異常流動を制御する因子を検討するためノズノレの入口の形状，す法，高

分子物質の温度，分子量および滑剤効果のある低分子物質の添加等の影響について実験した。 その結果滑

剤効果のある物質の添加によって異常流動を示すo rate of shear が著しく大になることを見出した。 同

君はこの原因について熔融高分子物質の粘度および流動指数と共に流動管内壁に滑剤のみの薄いニュート

ニアン流れの層を考えることによって完全に説明することができた。 また，側壁に細隙を有する円管内の

熔融高分子物質が細隙から流出する量が一定になる条件を流動方程式を解くことによって決定したQ また，

均質な高分子物質が流出する温度は物質の種類によって異るが， そのときの見掛粘皮はほぼ一定であるこ

とを実験的に証明した口 同君の研究は細隙および細管内の熔融高分子物質の流動機構の新しい解析法を与

えると共に，今後のこの分野の研究に寄与するところが大である。 なお同君は高分子物質および国体ロケ

ット推進剤のレオロジーに関する卜数篇の参考論文を発表しており， これらを合わせ考え，理学博士の学

位論文として十分価値あるものと認めた。
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